




 

我々は,昭和 53 年以降,matternal nfant bonding を確保する目的で,未熟児センターに入

院した未熟児及び障害を持つ可能性のある新生児に対し,早期より家族をセンター内に導

入して,保育にかかわらせるようにしてきた。この間 5 年,対象となった新生児 406 人中,

保育への家族の早期導入について生後 1 週間以内から,母または家族が毎日または少なく

とも隔日に来院して,直接子供の保育に携わることのできたグループ(以下導入群という)

は,47 人に達している。上記の基準を満たさなかったグループ(非導入群)は,平均週 1回程

度の来院となっている。この試みにおいて,我々が検討したのは次の項目である。 


